
二〇一一年一〇月三〇日世田谷区立中学校演劇発表会上演

二〇一一年十二月二七日東京都中学校連合演劇発表会上演

アシタガコナイ！

　世田谷区立弦巻中学校演劇部　作

　　　　　　　　　　　　　　　　高澤健太郎ほか　指導

キャスト

　　亜紀　

　　恵

　　父

　　母

加藤大地（兄）

加藤　渚（妹）

　　和人

演出　町田

（☆＝リーダー）

照明　　　☆木村・猿谷・樋口・廣澤

音響　　　先生方・☆樋口・廣澤

舞台芸術　小野・沢田・冨田・☆西窪

衣装　　　大橋・☆福島・安田

キャスト（仮）　国本・植地・萩原・三木・重信・高柳

亜紀　おじいちゃんと両親の仲が良くないのは知っていた。私がおじいちゃんの後を継ご

うとした事でもっと仲が悪くなってしまったことも。だけど、まさかおじいちゃんが亡くなった途端に大切にしていた遺品の道具たちを売ってしまうなんて・・・。あれらは意味や使い方を知っていないと大変なことになってしまう！あんなことや、こんなことが起こる前に早く見つけないと！

暗転

母　もう、だから夏休み中にやっちゃいなさいってあんだけ言ったのに。どうするの、明日からもう新学期じゃない！

恵　んー分かってるよ！

母　分かってないから今こんなことになってるんじゃない。

恵　うるさいな。私にだって色々用事があったんだよ。

母　遊びのね。もう。はぁ。あきれるっていうか、悲しいっていうか。

こういうときはおせんべいに限るわね。そういえば、明日から韓国ドラマ、冬のソナタの再放送だったわねー。はぁ、ヨンさま。・・・で、恵的にはどうなのよ。韓流スターでは誰が好きなわけ。少女時代なの？カラなの？母さんはねー・・・

恵　いや、別にどっちでも。

母　そ、それより、宿題よ。ちゃんとやりなさいよ。

恵　はいはい。

父　ただいまー。

母　あら、お帰り（ハートが飛んでるかんじ）

恵　・・・。

父　（母をスルーして）おお、恵ただいま。

恵　あ、ああ！お父さんお帰りー・・・！はははーはははははー

父　お、恵、それはなんだ？

恵　いやぁ、これはー

母　夏休みのしゅ・く・だ・い・よ！宿題！

父　！？恵、お前まだ宿題終わってなかったのか！ああ、もうなんてこった。こんなに大切に育てた一人娘なのになのになのにーーーー（よれよれ）

母　あなた・・・！ほら、おせんべいよ！

父　・・・ありがとう。

恵　（ため息）分かったよ！やるからやるから。あっち行ってよ　ばいばーい。

母　じゃあ、ちゃんとやって早く寝るのよ。お母さんはお肌のゴールデンタイム中に寝るから、お休み。あなた、行くわよ。

恵　（父と母が行ったのを確認してから）あーあ、終わるわけないじゃん、これ。・・・どうせ先生に怒られるんだろうな「こ。こらー！相田、宿題やってきてないのか馬鹿やろう！！」って・・・。はぁ、憂鬱。明日なんてこなければいいのに。

照明

音響

母　ミュージックスタート！情熱の赤いバラ♪そしてジェラシー！

恵　（起き上がる）

母　♪情熱の赤い

恵　うるさーーーーい！

母　あら、おはよう。今日は夏休み最終日だから華やかに起こしてみたわ。ほら、どうよ、ばらよ、ばら、ばら。

恵　なに言ってるの！？今日は夏休み最終日じゃなくて学校だよ！

母　は？アンタこそなにいってんの？学校は明日からでしょ？

恵　へ？

母　やーねえ。寝ぼけてるの？今日は八月三十一日。新学期が始まるのは明日、九月一日からよ。

恵　え？

母　もう、顔でも洗って目を覚ましてきなさい。母さんは朝ごはん作らなきゃ。あ、そうそう、今日の朝ごはんはFrench toastだから。

恵　ええ！？（確認確認）・・・うそでしょ。

暗転　ピンスポ

恵　あれから六日がたった。最初のうちは楽しんでいたこの状況も今では何だか気味が悪くなってきていた。残っていた宿題もおわらせてみたけど、何故だか次の日には全部消えていて、結局は終わらないまま。それに、もう毎日バラで起こされるのにはこりごり・・・。

暗転

舞台

恵　毎日同じことの繰り返し、そろそろ飽きてきたな。

Ａ

たっくん　ほら、こっちへおいでよ、まりりん！

まりりん　（出てきて早々転ぶ）きゃあ。

たっくん　まったく・・・なにやってんだよ。大丈夫か？ほら。

まりりん　たっくん（ラブリーに）

二人　クルリンパ☆あははーあははー

恵　あははーあははー・・・あのバカップルって何回見ても面白いよね。

・・・どうしたらもとに戻るのかな。

亜紀　（放浪）おじいちゃーん・・・。（恵に気づいて）・・・ん？え？あ、あああああああああ！

恵と亜紀　あああああああああああ！

亜紀　それだ！

恵　なにが！？

亜紀　それだってば！

恵　この時計・・・？

亜紀　そう、それ。

恵　こないだリサイクルショップで買ったやつだけど？

亜紀　その時計、私のおじいちゃんがつくった形見の品なのよ。

恵　それで？返して欲しいの？残念だけど・・・

亜紀　違うの！返して欲しいわけじゃないのよ。買った物はしょうがないし。それよりもあんたでしょ、この事態を引き起こしたのは！

恵　へ・・・？

亜紀　なに、自分のせいでこんなことになったって自覚してなかったの！？あのね、いい？その時計はね、三つで一つのものなの。その持ち主の三人が同じ願いを同じときに願えばその願いが叶うってわけ。で、どうやってもとに戻すか知りたいでしょ？

恵　あの・・・

亜紀　じゃあ！しょうがないから教えてあげるわ。簡単なことよ。最初と同じように元に戻ることを三人で願えばいいだけ。それでね、それでね、その時計を作れる私のおじいちゃんはなんと・・・聞いて驚け、魔法使いなの！（わーおどうする？）だから、私も魔法使いってわけ！でも修行中におじいちゃんが亡くなってったから一人前の、とはいえないんだけどね。あ、でもだからって半人前ってわけじゃないんだからね！もう、ここを理解してくれないと困る！

恵　あ・・・はい・・・

亜紀　で、あんたはこの時間の繰り返しを元に戻す手伝い、する気あるのよね？

恵　あ・・・

亜紀　そうよね！あるよねーーー。ありがと。じゃあ早速後の二人の持ち主をよんできて！

恵　あのさ。

亜紀　なに？

恵　あの、あなた、誰？私は他の時計持ってる二人のこと知らないから。

亜紀　・・・え、あんた達打ち合わせして願ったわけでもないのにこの事態を引き起こすとかいったいどういう確率よ！はぁ・・・まぁいいわ。あ、そうそう私の名前は来栖亜紀よ。アンタは？

恵　私の名前は相田恵っていうの。よろしく。

亜紀　はい、おっけー。じゃあ探すわよ！

恵　で。どうやってさがすの？

亜紀　ああ、探し方ね。探し方は簡単よ。持ち主はその時計を見えるところに身に着けているの。だからそれを探せば良いってわけ。

恵　なるほど。ていうかあなた、何年生？

亜紀　中二よ！

恵　あ、そうなんだ。私も。

亜紀　・・・あ、そう。じゃ探しに行くわよ！

渚　お兄ちゃんと買い物なんて久しぶりだね。でも、急に一緒になんてどうしたの？

大地　別に。たまには渚の相手でもしてやろうと思って。

渚　嘘つけー、本当は最近一緒にいなかったから寂しかったんでしょ？

大地　んなわけないだろ。それより、なにを買うつもりなんだ？

渚　えっとねー

恵　四回も時計持ってる人間違えちゃったし。なかなか見つからないね。

亜紀　なに甘いこと言ってるの！絶対にみつけるのよ。

恵　そんなこと言ったって・・・

亜紀　いいから、探すの！

恵　実は私、昨日一日中ここにいたからどんな人が来るかだいたいは覚えてるんだよねー。

亜紀　そうなの？じゃあ昨日は見かけなかった人を見つければいいじゃない。

恵　そんな簡単にいくかなぁ・・・。（きょろきょろ）あ、あの二人・・・昨日はいなかった気がする。

亜紀　え？どれどれ？

恵　うん、あそこで喋ってる二人なんだけど・・・

亜紀　ああ、うん。あの二人ね。どうかしら？ちょっと観察してみるわよ。

恵　うん。（観察観察観察）あ、あの男の人どっかで見たことあるんだけど・・・

亜紀　じゃあ、早く思い出しなさいよ。

恵　うぅん・・・あぁぁぁ！思い出した！！Ｃ組の加藤だ。すごく喧嘩が強い不良で先輩たちも恐がってるって噂の、加藤大地。

亜紀　へぇ、その加藤大地、腰にあの時計をつけてるわね。

恵　え！本当だ・・・

亜紀　ほら、早く説明しにいくわよ。

恵　あ！ちょっと待って！

亜紀　なに？

恵　なにって、あの加藤大地だよ？

亜紀　だからなによ。ていうか、あの加藤大地っていわれても私は知らないし。こんな大変なときに不良ごときでおびえてる暇は私にはないの。

恵　いやいやいやいやいや、ちょっと待ってってば。うかつに近づいてぼっこぼこにされたらどうすんの？

亜紀　そのときは・・・そのときね。

恵　ええ！

亜紀　まぁ、きっと大丈夫よ。ほら、行くわよ。

恵　いやいや、私が大丈夫じゃないんだけど！

大地　おい。

恵　大体同じ学校な分私のほうが後々大変なんだよ！？あなたは違うから大丈夫かもしんないけど。

大地　おいって。

恵　うるさいなぁ、ちょっと黙っててよ。

亜紀　・・・いいの？

恵　なにが？

亜紀　後ろ。

恵　後ろー？・・・あああっ！

大地　もういいか？

恵　ひぃっ！すみません、ごめんなさい！失礼しました！

大地　いや、それくらい別にどうでもいいんだけど。お前、Ａ組の相田恵だよな？さっきからこっちのほうじろじろみて、何なんだよお前ら。

恵　え！？いやっ、それは・・・えっと・・・

亜紀　加藤大地！あんたが持ってるその時計のことなんだけど。

恵　あ、ちょ、亜紀！

大地　お前は？

亜紀　来栖亜紀よ。

大地　そうか、で、来栖、これがなんだ？

亜紀　アンタ、今日を何回も繰り返してるでしょ？

大地　それをいうってことはお前等もか。

亜紀　そう、それの原因がこの時計なのよ。

大地　へぇ。

亜紀　コレは三つで一つの時計で時間を操ったりすることができるものなの。加藤大地、アンタとそこの相田恵、それともう一人が明日が来ないようにと願った。そのせいでもう約一週間も八月三十一日を繰り返している。このままだと時の歪みがどんどん大きくなって大変なことになんってしまうのよ。だから時間を元に戻すために力を貸して欲しい。

大地　・・・嫌だ。

恵　えっ、どうして？

亜紀　アンタにも時間をとめたいと思った事情があるのは分かるわ。だけど、世界やアンタの大切な人たちを守るためにも力を貸して欲しいのよ。

大地　・・・。

渚　お兄ちゃん、どうしたの？

大地　いや・・・。

恵　えっ、加藤って妹いたんだ。

渚　はい！妹の渚です。兄がお世話になってます！

恵　ははは。お世話したことなんてないけどね。

渚　それで、お兄ちゃん、どうしたの？

亜紀　大事な御願いをしているんだけど聞いてもらえないのよ。

渚　そうなの？困ってる人は助けてあげなきゃだよ、お兄ちゃん！

大地　お前には関係ない。

亜紀　あら、かんけいなくはないわ。渚ちゃんだって巻き込まれるのよ？

渚　どういうことですか？

亜紀　実はここにいる相田恵とあなたのお兄さんともう一人いるんだけど、この三人が原因で私たちは今日を繰り返しているの。私のおじいちゃんがつくった遺品のせいなんだけどね。私もおじいちゃんも魔法使いなのよ。

渚　えぇっ！そんなことってあるんですか？

亜紀　ええ。

恵　だけど、なんで協力してくれないの？

大地　・・・大切なものがなくなりそうなんだよ。

亜紀　それはなんなの？

大地　・・・。

亜紀　言ってくれないわけね。

渚　・・・もう！おにいちゃん、ハッキリしなよ！お兄ちゃん、言わなかったけど朝から変だよ？私が出かけるって言ったら、昨日は何にも言わなかったのに今日になってついてくって聞かないし、買い物に来たと思ったら何かピリピリしてるし、更にはコレだよ？今日なんかあるんでしょ？隠してないで教えてよ！

大地　お前は知らなくていい。

渚　なにそれ！今日一日中私のそばにいるくせに教えてくれないってことは私にかかわることなんでしょ？どうしておしえてくれないの！？

大地　お前には関係ないことだからだ。

渚　なんでよ！？

恵　まぁまぁ、兄弟仲良く。喧嘩はしないで。

亜紀　そうよ、喧嘩をして欲しくて私たちはここに来たわけじゃないの。加藤大地、アンタが妹を守りたい気持ちも分かるけど、意地張ってないで言っちゃいなさいよ。

大地　・・・きづいたのか。

亜紀　まぁね。

恵　え、どういうこと？！

亜紀　考えても見なさい。この男が今日なにを考えて行動したか、渚ちゃんの話から想像すれば一発でしょ？

恵　え！？

亜紀　いい？あなたのお兄さんはね

大地　やめろ！！

亜紀　今日、事件か事故に巻き込まれるあなたを守ろうとしているの。

大地　いいかげんにしろよ！

亜紀　いい加減にするのはあなたのほうでしょ！

大地　は？

亜紀　いい？あんたたちの使った道具はね、無理やり時間をゆがませるものなの。普通は長時間使ったりしないから歪みも小さい。だけど、さっき言った様にこのままだと時間の歪みがどんどん大きくなる。するとどうなると思う？

大地　知るか、そんなこと。

恵　大変なことになるんでしょ？

亜紀　そう、大変なことになるの。具体的に言うと

渚　それで？

亜紀　ここから先はおじいちゃんの推測でしかないけど、だんだん異常気象が激しくなってそのうちに地球が割れるの。そのせいで人類どころか地球上全ての生物が滅亡して地球は死の惑星になってしまうわ。

渚　ほ、本当に？

亜紀　ええ、本当よ。おじいちゃんが初期段階まで起こした後に仲間と研究したらしいんだけど。そのときに分かったらしいわ。

恵　そんな、そんなこと聞いてないよ！

亜紀　できれば言いたくなかったのよ。

大地　・・・今日の夕方、買い物の帰りに渚は事故にあう。原因は居眠り運転だった。渚は重症で病院に運ばれる。俺はその手術中に時間のまき戻しを願った。もしかしたら渚は死ぬかもしれない。俺はきっとそれに耐えられない。

渚　お兄ちゃん・・・。

亜紀　それでも地球を滅ぼすわけにはいかない。時間を元に戻してもらうわ。

大地　俺たちの両親も五年前に交通事故で死んだんだ。今はじいちゃんと、ばあちゃんのとこで世話になってる。だから俺は決めたんだよ。渚を守るって。なのに、なのに、渚まで事故にあうなんて、こんなことってあるか！！

亜紀　・・・だとしても、渚ちゃんのためだけにその他大勢の人類を危険にさらすわけにはいかないのよ。それに、あんたのおじいちゃんとおばあちゃんもその他大勢に含まれるのよ？

恵　まだ渚ちゃんが死ぬとは決まってないんでしょ？

大地　ああ。

恵　だったら、大丈夫かもしれないじゃん。

大地　だけどもし、手術が失敗したら・・・渚が死んだら・・・

渚　勝手にうじうじうじうじ・・・私を無視するな！何？きいてると、お兄ちゃんはこの私が死ぬと思ってるの？

大地　いや、だけど。

渚　なら、信じてよ。先が決まってないなら私は生きてるかも知れないじゃない。もしかしたら死ぬかもしれないけど、先を恐がって前に進まないのはおにいちゃんらしくないよ。私は大丈夫。お兄ちゃんを残して死んだりしない。絶対意地でも生きるから。だから前に進もう？

大地　・・・渚。

渚　私を信じて！

大地　・・・分かった。

亜紀　じゃあ、協力してくれるのね？

大地　あぁ。

恵　良かった。一時はどうなることかと・・・

亜紀　安心するのはまだ早いわ。まだ一人残ってる。

渚　そっか・・・三人なんですもんね・・・

亜紀　ええ。

大地　俺たちも一緒にそいつを探そう。

亜紀　ありがとう。目印はその時計よ。多分、目に見えるところに持っているはずだから。

恵　じゃあ、二手に分かれる？

亜紀　それもそうね。そのほうが効率も良いし。じゃあ加藤大地、あんたはそのまま渚ちゃんと行動しなさい。私は恵と行くから。

大地　悪いな。それと、俺だけフルネームってのもなんだ・・・大地でいい。

亜紀　そう？じゃあそう呼ばせてもらうわね。

大地　ああ。

亜紀　じゃ、恵行くわよ。

恵　あ、これ携帯の番号。見つけたら連絡して。

大地　分かった。・・・俺たちも行くか。

渚　うん。

暗転

舞台

渚　なかなか見つけられないね。

大地　そんなもんだろ。

渚　もう、お兄ちゃん、ちゃんと探してよ！（見回す）ねぇ、あれ、そうじゃない？

大地　どれだ？

渚　あのベンチに座って本読んでる人。首に時計かけてる。

大地　あいつか。

渚　うん。私、恵さんに連絡するね。

大地　あぁ、ほら。

渚　ありがと。（後ろ向いて）・・・あ、もしもし、恵さん？見つけました！はい、今中学校近くの公園にいます。（無言で話）

大地　おい。（和人きづかない）おーい（まだきづかん）おい、お前！

和人　は、はいっ！？僕ですか！ごごごごごめんなさい！僕今日お金持ってないんです！

大地　は？俺はカツアゲなんかしない。

和人　じゃあ憂さ晴らしに殴るんですか？

大地　それもしねえよ！

和人う、うそだ！どうせボコボコにして、身ぐるみはいで、東京湾に沈めるつもりなんでしょう！？東京湾に！東京湾・・・

大地　は？そんなことしねぇよ。

大地　ひぃっ！ごめんなさい×∞

渚　あ、お兄ちゃん！！その人いじめちゃ駄目だよ！？

大地　いやいや、そんなことしてないって！こいつが勝手に怯えてるだけだ！

渚　えー！あのー、大丈夫ですか？

和人　へっ！？

渚　お兄ちゃん、無口で目つき悪いけど、本当は良いおにいちゃんなんです。

和人　え？そ、そうなんですか？

大地　お前なにいってんだよ。

渚　いいでしょ？本当のことなんだから。

恵　おーい。

大地　やっときたか。

恵　ごめんごめん。で、見つかったってこの人のこと？

亜紀　うわー、なんか変～

和人　えっ！変ってどこら辺が変ですか！？髪型ですか？めがねですか？今日は変なところないと思ったのに！それとも、くつしたですか？あ、ズボンですか！？・・・最近下げパンって流行ってますよね？なんなら下げますよ、ひざぐらいまで。

皆　（一斉に止める）

和人　・・・なんならあげますよ！ふんっ、しゅっ！！！

皆　きもいよ・・・

和人　き、きもい！？きもいってくさいってことですか！？匂いでいじめられてたのかああああああ（ぐわんぐわんやってる）

大地　おいおい、落ち着けって。

和人　ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！

恵　あなたのこと探してたんだよ。

和人　え、僕をですか？

亜紀　そうよ。

和人　え、な、何で・・・？

亜紀　あんた、うすうすわかってんじゃないの？その時計のことで来たのよ。

和人　え・・・どういうことですか？

亜紀　あなたも今日を繰り返してるでしょ？

和人　・・・はい。でも、なんで・・・

亜紀　私たちも同じ状況なんだけど、その原因がその時計なの。

和人　でも、これは僕のお気に入りの・・・

亜紀　気に入ってるのはいいんだけどその時計はただの時計じゃないの。

和人　どういうことですか？

亜紀　簡単にいうと、この時計のせいで今日が繰り返されてて、その繰り返しを元に戻すには時計を持っている三人が明日が来るように願うしかないってこと。

和人　なるほど。

恵　で、あなたにこの時間の歪みを戻すために協力して欲しいの。

和人　・・・ぼくは・・・

亜紀　その前に名前をきいてなかったわね。

和人　あ、進藤和人です。

亜紀　じゃあ、和人ね。和人、御願いだから、力を貸して！

中学生１　おい、あれって、進藤じゃね？

中学生２　あ、本当だ。夏休み最終日でも相変わらずだよね～

中学生１　分かる～。なんかじめじめしてるし、あのファッションセンスどうにかならないのかな・・・

中学生２　そういえばさ、こないだ隣のクラスの田辺が進藤のことなめくじとか言っててー

中学生１　ああ、聞いた聞いた。あれまじ笑ったわー！

まりりんとたっくん　あははあははー

まりりん　（立ち止まる）ねぇ、たっくん。あの人、ダサくない？

たっくん　あぁ、そうだね。ファッションセンスで俺たちの右に出るものはいないね！

まりりん　うん！

二人　せーの。ペアルック！　あははーあははー

恵　いや、あんたたちも十分ださいって！！！

亜紀　あのさ、ひょっとしてあなた・・・

和人　そうです！僕はいじめられてるんです。だから明日になってほしくないって願ったんですよ！明日になったら学校が始まって、僕はまたなめくじとか言われていじめられて・・・僕は何も悪いことしてないのに。もう嫌だ・・・学校なんて行きたくないんですよ！

恵　だ、大丈夫だよ。二学期になったら学校生活が良いほうに変わるかもよ？

亜紀　そうよ。まだ先のことは分からないんだから。できるだけ良いほうに考えていきましょう！

和人　あなた達に僕のなにが分かるって言うんですか！？そんな軽々しくいいますけどね、僕は辛いんですよ。明日が、学校が始まることが！もう僕は疲れました。できるんだったらこのまま毎日夏休み最終日を過ごしたい！

亜紀　和人、今日を繰り返してたらなにも始まらないし時間の歪みのせいで地球がたいへんなことになるの。だから・・・

和人　嫌です！僕は明日が来ることを望んでないのになんで願わないといけないんですか？僕はなにも悪いことなんてしてません。なのに、望んでないことを願うなんて絶対に嫌です！

大地　お前さ、そうやって毎日おなじこと繰り返して、何も変わらなくて、それでいいのか？そんなにいじめられたくないんだったら・・・お前が変わるしかない。

和人　変わるって言ったって・・・

大地　別に性格をかえろとか言ってるんじゃなくて、自分に対する態度を変えればちょっとはマシになると俺は思うよ。もっと自信もてよ！

和人　で、でも・・・

大地　でもとかいうな！お前ならできる。

渚　お兄ちゃん、頼りになりますよ。

和人　・・・確かに僕は変わろうとしなかった。・・・僕、変われるように努力します。自分の中で少しずつ良いほうに、自信がつくように。

大地　あぁ、お前なら大丈夫だ。

和人　はい！じゃあ、友達ができたら手紙かなんかで報告します！

大地　おう。

恵　よし、これで明日がくる条件がそろったけど・・・

亜紀　あとは願うだけってことね。

大地　・・・あぁ。

和人　・・・はい。

恵　（うなずく）

亜紀　じゃあいい？あんた達、心の準備はできた？

三人　（うなずく）

亜紀　願うときは心から強く願わないと明日にならないから。ひとりでもその思いが薄かったら失敗に終わる。願った後、起きたら明日になってるはずよ。あと明日になったら今日を何回も繰り返したっていう記憶は・・・消えるの。

和人　じゃあ・・・

亜紀　でも！大丈夫、今日心に強く決めたことは忘れないはず。

和人　じゃあ、僕たちが今日であったことは・・・？

亜紀　それは・・・分からない・・・。

渚　　・・・そうなんですか。

亜紀　でも、それはしょうがないことだから！じゃあ行くわよ、時計を持って！私の合図で強く、強く願って！３，２，１！

暗転

母　居眠り運転で交通事故なんて、最近世の中物騒ねー。それにしても、あの引かれた女の子、助かって良かったわ。

恵　ただいまー

母　二学期初日はどうだった？

恵　大変だったーーー・・・宿題終わってなかったせいでこんな夜まで居残りだったし。

母　それは自分のせいでしょ！

恵　はいはい、分かってますよ！それより、私の時計知らない？

母　時計？知らないわよそんなの。・・・そういえば、手紙が来てたわよ。ほら。

恵　あ、ありがとう。「ご報告。友達できました。和人。」・・・和人？和人って誰！！？

母　知らないわよ！とりあえず今日は疲れてるだろうから早くご飯食べてお風呂入ってねちゃいなさい。

恵　はーい、分かった。

母　お母さんはお肌のゴールデンタイムの何時間か前に寝るから、お休み。

恵　うん、おやすみ。あ、お母さん、

母　なに？

恵　また明日ね。

母　ははーん。レッツサーチフォートゥモロー♪・・・明日を探せってことよ！じゃ、また明日ね！サーチフォー・・・♪

暗転　終わり
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